









































































度数 ％ 度数 ％
30代 5 10 1～3人 10 20
40代 11 22 4～6人 17 34
50代 23 46 7～10人 5 10
60代以上 11 22 11～20人 8 16



























いる いない 未定 合計
中小規模小売業
度数 6 6 2 14
% 42.9% 42.9% 14.3% 100.0%
大規模小売業
度数 1 0 1 2
% 50.0% 0.0% 50.0% 100.0%
飲食業
度数 1 2 3 6
% 16.7% 33.3% 50.0% 100.0%
卸売業
度数 0 1 0 1
% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0%
病院・医院
度数 2 1 5 8
% 25.0% 12.5% 62.5% 100.0%
サービス業
度数 3 2 1 6
% 50.0% 33.3% 16.7% 100.0%
理美容店
度数 1 1 0 2
% 50.0% 50.0% 0.0% 100.0%
金融機関
度数 3 0 0 3
% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%
その他
度数 4 1 2 7





いる いない 未定 合計
30代
度数 3 1 1 5
% 60.0% 20.0% 20.0% 100.0%
40代
度数 2 3 6 11
% 18.2% 27.3% 54.5% 100.0%
50代
度数 10 7 5 22
% 45.5% 31.8% 22.7% 100.0%
60代以上
度数 6 3 2 11













度数 8 6 14
% 57.1% 42.9% 100.0%
大規模小売業
度数 0 2 2
% 0.0% 100.0% 100.0%
飲食業
度数 1 5 6
% 16.7% 83.3% 100.0%
卸売業
度数 1 0 1
% 100.0% 0.0% 100.0%
病院・医院
度数 6 2 8
% 75.0% 25.0% 100.0%
サービス業
度数 5 1 6
% 83.3% 16.7% 100.0%
理美容店
度数 0 2 2
% 0.0% 100.0% 100.0%
金融機関
度数 2 1 3
% 66.7% 33.3% 100.0%
その他
度数 6 1 7



















いる いない 未定 合計
開業年数
1年未満
度数 1 0 0 1
% 100.0% 0.0% 0.0% 100%
1年超5年未満
度数 3 2 4 9
% 33.3% 22.2% 44.4% 100%
5年超10年未満
度数 1 1 3 5
% 20.0% 20.0% 60.0% 100%
10年超20年未満
度数 2 2 1 5
% 40.0% 40.0% 20.0% 100%
20年以上
度数 14 9 6 29

















度数 1 0 2 0 2 5
% 20.0% 0.0% 40.0% 0.0% 40.0% 100.0%
40代
度数 0 3 1 1 6 11
% 0.0% 27.3% 9.1% 9.1% 54.5% 100.0%
50代
度数 0 6 2 1 14 23
% 0.0% 26.1% 8.7% 4.3% 60.9% 100.0%
60代以上
度数 0 0 0 3 8 11











度数 2 3 5
% 40.0% 60.0% 100.0%
40代
度数 5 6 11
% 45.5% 54.5% 100.0%
50代
度数 15 8 23
% 65.2% 34.8% 100.0%
60代以上
度数 7 4 11


























主婦 高齢者 家族 その他
事業所の業種
中小規模小売業 0 3 5 4 2 0
大規模小売業 0 0 1 0 1 0
飲食業 0 3 1 1 1 0
病院・医院 0 0 1 3 1 2
サービス業 2 0 2 1 0 1
理美容店 0 1 1 0 0 0
金融機関 0 2 0 1 0 0











売上高 度数 有効％ 事業所の業種 平均値 度数
減少した 4 8.20 サービス業 3.33 6
やや減少した 10 20.4 金融機関 3.33 3
横ばい 23 46.9 その他 3.33 6
やや増加した 8 16.3 病院・医院 3.25 8
増加した 4 8.20 卸売業 3.00 1














来店客数 度数 有効％ 事業所の業種 平均値 度数
減少した 2 4.1 卸売業 4.00 1
やや減少した 11 22.4 病院・医院 3.75 8
横ばい 27 55.1 サービス業 3.17 6
やや増加した 5 10.2 飲食業 3.00 6
増加した 4 8.2 金融機関 3.00 3















理　由 度数 多重回答％ 理　由 度数 多重回答％
家が近い 27 56.3% 家から近い 28 60.90%
店の信用 22 45.8% 気軽・自由 12 26.10%
品質が良い 13 27.1% 駐車場 12 26.10%
気軽さ自由さ 10 20.8% 種類が豊富 6 13.00%
商品サービス豊富 9 18.8% 品質が良い 6 13.00%
接客の良さ 9 18.8% 値段が安い 6 13.00%
駐車場がある 8 16.7% まとめ買い 5 10.90%
店の雰囲気 7 14.6% 職場学校から近い 5 10.90%
値段が安い 6 12.5% 接客の良さ 5 10.90%
顔なじみだから 6 12.5% 顔なじみ 4 8.70%
職場学校から近い 4 8.3% 店の雰囲気 4 8.70%
緊急を要するから 3 6.3% 店の信用 4 8.70%
配達してくれる 2 4.2% その他 2 4.30%
深夜営業 2 4.2% 配達あり 1 2.20%













度数 多重回答％ 度数 多重回答％
ポイントカード 15 30.6% 朝市等共同セール 10 23.8%
ホームページ等 IT 利用 15 30.6% イベント・催事 10 23.8%
接客力の向上 13 26.5% 雑誌・フリーペーパー 9 21.4%
町内会（地域）との交流 11 22.4% 歳暮等季節セール 9 21.4%
特色ある品揃えやサービス 10 20.4% ポイントカード 8 19.0%
雑誌・フリーペーパー 9 18.4% 年金割引 8 19.0%
魅力ある店舗作り 9 18.4% チラシ・ポスター 7 16.7%
広告宣伝 8 16.3% 宅配サービス 7 16.7%
特にない 5 10.2% 共通商品券 6 14.3%
売出セール 4 8.2% 祭り開催 5 11.9%
イベント実施 4 8.2% 次回からの割引券 5 11.9%
営業時間の延長 4 8.2% マスコミ広報 4 9.5%
その他 4 8.2% 共通クーポン 4 9.5%
天気に応じたサービス 2 4.1% 買物バスツアー 3 7.1%
商品券の発行 2 4.1% ホームページ等ＩＴ活用 2 4.8%














現　況 度数 有効％ 事業所の業種 平均値 度数
衰退している 3 6.1 卸売業 3.00 1
やや衰退している 20 40.8 金融機関 3.00 3
普通 19 38.8 病院・医院 2.88 8
やや賑わいがある 7 14.3 飲食業 2.67 6
賑わいがある 0 0 中小規模小売業 2.50 14










店主年代 衰退 やや衰退 普通 やや賑わい 賑わいあり 合計
30代
度数 0 1 4 0 0 5
％ 0.00% 20.00% 80.00% 0.00% 0.00% 100%
40代
度数 0 5 5 1 0 11
％ 0.00% 45.50% 45.50% 9.10% 0.00% 100%
50代
度数 1 6 10 5 0 22
％ 4.50% 27.30% 45.50% 22.70% 0.00% 100%
60代以上
度数 2 8 0 1 0 11










将来状況 度数 有効％ 事業所の業種 平均値 度数
衰退する 3 6.3 卸売業 4.00 1
やや衰退する 21 43.8 病院・医院 3.13 8
普通 12 25.0 金融機関 3.00 3
やや繁栄する 10 20.8 飲食業 2.83 6
繁栄する 2 4.2 その他 2.80 5









店主年代 衰退する やや衰退 普通 やや繁栄 繁栄する 合計
30代
度数 0 2 2 0 0 4
% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0%
40代
度数 0 5 2 3 1 11
% 0.0% 45.5% 18.2% 27.3% 9.1% 100.0%
50代
度数 2 6 8 6 0 22
% 9.1% 27.3% 36.4% 27.3% 0.0% 100.0%
60代以上
度数 1 8 0 1 1 11








衰退する やや衰退 普通 やや繁栄 繁栄する
商店街の現況
衰退している
度数 1 1 0 0 1 3
% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 100.0%
やや衰退している
度数 2 14 1 1 1 19
% 10.5% 73.7% 5.3% 5.3% 5.3% 100.0%
普通
度数 0 6 9 4 0 19
% 0.0% 31.6% 47.4% 21.1% 0.0% 100.0%
やや賑わいがある
度数 0 0 2 5 0 7





























事業所の業種 平均値 度数 店主の年代 平均値 度数
卸売業 5.00 1 30代 3.60 5
金融機関 4.33 3 40代 4.18 11
サービス業 4.17 6 50代 3.86 22
中小規模小売業 4.00 14 60代以上 4.09 11




















販促活動 度数 ％ 販促活動 度数 ％
イベント催事 16 34.0% 朝市等共同セール 10 23.8%
マスコミへの広報 15 31.9% イベント・催事 10 23.8%
町内会との交流 14 29.8% 雑誌・フリーペーパー 9 21.4%
ホームページ IT 活用 9 19.1% 歳暮等季節セール 9 21.4%
共同チラシ作成 8 17.0% ポイントカード 8 19.0%
祭り開催 8 17.0% 年金割引 8 19.0%
朝市など毎月セール 7 14.9% チラシ・ポスター 7 16.7%
共通ポイントカード 6 12.8% 宅配サービス 7 16.7%
特になし 6 12.8% 共通商品券 6 14.3%
一店逸品活動 3 6.4% 祭り開催 5 11.9%
雑誌フリーペーパー広告 2 4.3% 次回からの割引券 5 11.9%
割引券 2 4.3% マスコミ広報 4 9.5%
共通商品券 2 4.3% 共通クーポン 4 9.5%
中元など毎季セール 1 2.1% 買物バスツアー 3 7.1%
宅配サービス 1 2.1% ホームページ等ＩＴ活用 2 4.8%
買物バスツアー 1 2.1% 一店逸品活動 1 2.4%
年金割引セール 1 2.1% 町内会との交流 1 2.4%
その他 1 2.1% 特にない 1 2.4%
















親しみ易い 0.780 0.462 0.821
清潔感あり 0.759 0.353 0.701
活気あり 0.481 0.399 0.391
安い 0.441 0.409 0.362













度数 ％ 第1因子得点 第2因子得点
第1クラスタ 17 39% －0.1552382 －0.50317
第2クラスタ 19 43% 0.0717184 0.45919
第3クラスタ 5 11% 1.3818521 0.629823
第4クラスタ 3 7% －1.8776202 －1.10663
（11）消費者が慈眼寺通り商店街に欲しいと思う店
消費者アンケートで消費者が慈眼寺通り商店街に欲しいと思う店を尋ねたところ，ベスト３は，書籍・
文具（41.9％），ファミリーレストラン（23.3％），衣料品（20.9％）であった（表37）。
表37　慈眼寺通り商店街に欲しい店
度数 多重回答％
書籍・文具 18 41.90%
ファミリーレストラン 10 23.30%
衣料品 9 20.90%
家電小売店 8 18.60%
レンタルビデオ 8 18.60%
ファーストフード店 6 14.00%
惣菜店 5 11.60%
コンビニエンスストア 4 9.30%
鮮魚店 4 9.30%
その他飲食店 3 7.00%
精肉店 2 4.70%
娯楽施設 2 4.70%
その他 2 4.70%
履物店 1 2.30%
青果店 1 2.30%
玩具店 1 2.30%
アクセサリ雑貨店 1 2.30%
合計 85 197.70%
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慈眼寺通り商店街アンケート調査結果
３．おわりに
本稿では「慈眼寺通り商店街事業者アンケート」と「慈眼寺通り商店街事業者アンケート」の分析をも
とに慈眼寺通り商店街の現状を見てきた。今回の調査・分析で明らかになったことを以下に述べる。
一般に商店街が抱える最も大きな問題は，「経営者の高齢化による後継者問題」と言われている（中小
企業庁経営支援部商業課，株式会社アストジェイ2016，p.50）。慈眼寺通り商店街でも，店主の高齢化と
後継者難が大きな問題になっていることが調査結果からわかる。特に，60代店主の事業所で未だ後継者が
いないケース（45.5％）は，将来退店（廃業），空き店舗につながる危険性があり深刻な問題だ。
事業所の主な客層としては，高齢者と主婦が半数を占めている。主婦は食料品や日常品など最寄品を買
うのに商店街を利用することが多い。また，高齢者は車を利用して遠くのショッピングモールなどに行く
ことが難しく，必然的に近くの商店街で買い物を済ませる人が多いと思われる。高齢者と主婦にとって商
店街はなくてはならない存在であり，彼らの声を聴くことが何よりも優先されるべきであろう。
事業所（商店街）を利用する理由としては，事業所，消費者ともに「家が近い」が1位であったが，2位
と3位は，事業所が「店の信用」，「品質が良い」なのに対し，消費者は「気軽・自由」，「駐車場」であった。
消費者は商店街に対し信用や品質よりも気軽さや駐車場の有無など利便性を重視していることがわかる。
店主たちは，昨年と比較して客数・売上ともにやや減少しており，商店街の現況もやや衰退していると
感じている。また，商店街の将来についても半数が衰退すると予測している。このような悲観的な見方は
60代に特に多い。40代・50代の店主の中には繁栄を期待する人たちが見られ，その人たち商店街を引っ
張っていくリーダー的存在（になる）と思われる。
商店街活動の必要性は70％が感じている。必要性の平均値は30代が最も低く，40代が最も高い，60代も
必要性を感じている商店主は多いことがわかる。40代を中心に商店街として一つにまとまり商店街活動を
活発化させていけば，大きな力を発揮するのではなかろうか。
商店街の販促活動としては，イベント催事，マスコミ広報，町内会との交流などを望んでいる事業者が
多い。一方，消費者は共同セール，季節セールなど「売り出し」を望み，ホームページなどの IT よりも
雑誌やフリーペーパーなど従来型メディアによる広報を望んでいることがわかる。
慈眼寺通り商店街に対するイメージとして消費者は，「親近感と清潔感」，「安心感」を共通因子として
持っていることがわかった。「親近感・清潔感・安心感」を武器として，高齢者と主婦をターゲットに，
イベントや売り出しを増やし，身近な媒体を通し広告することで消費者の来街頻度を増やすことが考えら
れる。特に「親しみやすさ」を増すことで，安心感も高まり，活気も出てくる。大型ショッピングセンター
にはない商店街ならではの「親しみやすさ」を慈眼寺通り商店街の魅力にしてはどうだろうか。
最後に，消費者が商店街に欲しい店として，書籍・文具の回答が多かった。時間をつぶせる場所，知的
な空間として書店は商店街に必要であるが，ネットに押され全国的に倒産する本屋が増えている現在，
本・文具を売るだけでなく，レストランやカフェを併設し，購入した本を読めたり，学生が自由に勉強し
たりする空間を作ることができれば，集客力が増し人が集う商店街になるのではなかろうかと考える。
最後に，アンケート調査の依頼，調査票の提供をいただいた「かごしま市商工会」の皆様，アンケート
の配布・回答・回収にご協力いただいた慈眼寺通り商店街の皆様に感謝申し上げる。
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